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てかり過ぎない柔らかな光沢、思わず

手を触れてほおずりしてみたくなるよ

うな滑らかさ、重厚

で上品な風合い……。

これが大津壁の魅力

である。

仕事の手順は、まず、

色土、石灰、補強材

になる細かい藁スサ

を水でこねて塗り、

その上に続けて紙ス

サを混ぜた土を薄く塗って何度も鏝で

押さえていく。これを数時間繰り返し、

最後にビロードなどで磨き上げて光沢

を出していく。鏝は10種類以上もあ

るが、仕事によって大きさや形が使い

分けられている。この技は滋賀県で生

まれたもので、昭和30～40年ごろま

で全国の一般家屋に広く使われていた。

小林さんの生家は左官店。早くから仕

事を手伝っていたにもかかわらず、大

津壁を知ったのは20歳の時だった。

偶然参加した大津磨きの講習会がきっ

かけで、柔らかい

光沢に魅せられ、

とりこになってし

まった。

以来、本で調べな

がら挑戦を繰り返

す日々が続いたが

うまくいかず、失

敗の連続だった。

鏝押さえが強すぎたり、表面がざらざ

らになったり……。やっと、うまくい

くようになったと思っても、最後に傷

が入って失敗した

こともあった。材

料への理解が必要

だと痛感した。

小林さんはあきら

めず、毎日練習を

繰り返した。少し

ずつ光沢が出せる

ようになったときのうれしさは、たと

えようもないという。

「でき上がった後、夜、

ろうそくの明かりで壁

を照らしてみると、フ

ワッとした光沢が浮き

上がってくるのです。

最高です」と顔をほこ

ろばせた。

大津壁の仕事は県内だ

けでなく、海外から舞

い込んでくることもある。

カンボジアやフランス

にも行ったことがあり、今年８月には

１カ月かけて、カナダで住宅の壁を完

成させた。

小林さんは、今も勉強を欠かさず、全

国各地に大津壁（磨き壁）を見に出かけ

る。京都・島原の角屋や、東近江市の

近江商人屋敷など、優れた壁に出合う

と、さらに技を磨き、大津壁の美しさ

と重厚感を広めていきたいという気持

ちが強くなる。

昨今、小林さんは滋賀県で左官職人向

けの大津磨き講習会を開き、要望があ

れば一般人向けにも、琵琶湖博物館や

かわらミュージアムで体験教室も開い

ている。

「滋賀には琵琶湖の

関係で最高級の江州

白（竜王や野洲でとれ

る白土）など、とても

良い土が取れます。

大津壁が生まれたの

もこの土があったか

らこそ。この滋賀の

伝統の魅力をこれか

らも広めていきたい

と願っています」と、

どこまでも熱く語る。

（取材・鋒山）
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上品で重厚な風合いの「大津壁」
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